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　いろはにほへと ちりぬるを…。昔の日本人が仮名を覚

える際の最初の言葉は、「いろ」だった。「花」という意味ら

しい。顔色、音色、色気、色々。普段何気なく使っているが、

あらためて色という言葉を調べ、その意味合いの広さに

驚いた。古くは、色衣（いろごろも・晴れ着の意）や色様

（いろさま・美しい人の敬称）、本編にも出た手色（ていろ・

鼓を打つ調子）なども。色とは、視覚、嗅覚や聴覚と印象

感覚が重なり合った共感覚的な言葉だ。

アーティストは「自分の色」が求められる。何百年も型

によって継承されてきた芸能でさえ、その型の隙間から滲

み出る演者の色こそが味わいであり、楽しみになる。私た

ちは、俳優の香りではなく色香に酔う。オーケストラの音

ではなく音色に感じ入る。囃子方の手ではなく手色に心

を震わせるのだ。実演芸術の醍醐味は、その「色」と表現

される感覚そのものだ。世阿弥がちょうどそれを、「花」と

表現したように。（満）

　森山開次さんはダンサーとしての役割を「『一緒に頑

張って生きていこうよ』と呼びかける応援団の先頭」と喩

え、三浦文彰さんは「クラシック音楽をもっと身近な存在

にするためのシンボルになりたい」と仰いました。表現者

の凄味を感じた二つの言葉です。実演芸術に関わる方々

にお話を聞くたび「この人たちを舞台で見なくては！」とい

う焦りにも似た気持ちにかられます。これが読者のみなさ

んにも伝わっていたらうれしいなと思います。（ずみ）
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　約10年の活動休止期間を経て2009年に活動を再開させた立役

者は、顧問の小澤大輔先生。「弟が部員だったこともあり、活動

内容を誰よりもよく知っていたし、高校生で映画が作れるなんて

羨ましいなって。大げさだけど、磯高に赴任したのは、S研を再

開しろ、という神様からの使命だと思っている」。部員をかき集め、

ほぼ新しい部を立ち上げる形で、何とか再開にこぎつけた。それ

がわずか４年の間に、総勢約30名の大所帯に。「何より部員たち

の周りを巻き込む力がすごいんです。学校の雰囲気を変えている

し、今では先生の間にもファンがいますよ」。YouTubeで作品を

見て、S研に入りたいから磯高に入ったという部員もいるとか。

　作品の内容は各学年の監督を中心に皆で話し合って決める。家

庭用ビデオカメラを片手に、イメージ通りの撮影場所を求めて、

東京さらには群馬まで。映画作りの楽しさは？「作品を観て笑っ

てもらえるところ」「自分が頑張っていた高校生時代が映像とし

て残るところ」「自分の考えを素直に外に出せるところ」。S研は、

部員たちにとって「クラスよりも居心地がいい家のような場所」

のようだ。部長の志田小鼓音さんは語る。「映画って、もう一つ

の現実世界。自分が直面している悩みを混ぜ込んで表現がしたく

なるんです。作りたい作品が多すぎて、時間が足りないのが悩み

の種です」。

　そんな志田さんの将来の夢は、「教員になりたい。磯高に赴任

して、S研の顧問になりたい」。S研という『場』を愛する心から

出た素直な気持ちであった。

　そんな彼らの活動は、映画甲子園の入賞、神奈川県警イベント

への協力等、学校を飛び出してどんどん広がっている。さらにど

う発展していくのか、今後がますます楽しみだ。

さ こ と

この仲間とだから、映画が撮りたい！ ～神奈川県立大磯高校SF研究部～SANZUI ぱっしょん

エッセイ

戸田菜穂「体感の楽しみ」
Illustration / Asuka Kitahara

　私には娘がいる。一歳半だ。この頃よ

うやく外で歩くようになり、毎日娘と公

園や川沿いを散歩している。すると自然

と目線が下になる。一緒にしゃがんでい

ると、石ころや、草や、マンホール、セミ

の羽、ありんこ、木の根っこ等が視界に

入ってくる。人間は上へ上へと目指して

いくものだが、あらためて地面近くで子

供と同化している時間が今とても楽し

い。石を投げては拾ってまた投げてをく

り返している娘。犬が来たら「ワンワン」

と言って近寄り、ちょんちょんと触らせ

てもらっている。「メープルちゃん」と「マ

ロン君」は常連だ。それから「はっぱ」と

言って、草や枯れ葉を拾っている。こう

やって、物には名前があることを学んで

いるのだと、感心する。

　我が家は二階で、目の前は森のように

木々が生い茂っているので、東京の中の

軽井沢と呼んで私は気に入っている。春

夏秋冬、朝昼晩、どの季節もどの時間も

緑は美しい。

　なるべくなら土に近い場所で暮らした

い。土と、植物の生命力を目の当たりに

していたい。

　この頃、私はわざと不便さを求めたり

する。撮影所まで歩いて行ったり、各駅

停車に乗ってみたり、手の込んだ料理を

作ってみたり。スピードがゆっくりだと

見えてくる景色がある。立ち止まること

も引き返すこともできる。料理も、コト

コトと煮えるのを待つ過程が実は楽し

い。パーッと過ぎていく時間を、手元に

引き寄せたくなる。しっかり見たい。見

過ごしたくない。

　私はパソコンをほとんど開かない。見

た気に、知った気に、行った気になるの

が怖いから。80センチの娘の高さで風景

を見渡し、実際に体感することがいかに

大切か痛感している。

　土は、人を育て、やがて、人は土に帰る。

ならばその間、思いきり生きていたい。

　俳優の仕事で、いいなと思うところは、

激しく心が動くこと。それに尽きる。

とだ なほ＝女優。1974年、広島県生まれ。1993年、NHK

の連続テレビ小説「ええにょぼ」に主演し、人気を博す。現

在まで数多くのドラマ、映画、舞台に出演し、存在感のある

演技派女優として活躍中。趣味は俳句、三味線、小唄、ボ

クシング。ワインへの造詣も深い。


